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　こちらは、Ａ君です。
　Ａ君は、小さいころからパソコンが好きでした。そして、ＩＴサービスの会社で３年間働いたのち、ＩＴ関係のコンサルタントとして、独立しました。
このＡ君、実は悩んでいることがありました。



『独立した当初はさ、全然仕事がなくて、売り上げも全然上がらなくて、大変な目にあったよ。
　もし、あのまま、売り上げが上がらないままだったら、今頃どうしているか、わからないくらいだから、今のように、毎日お仕事があるっていうのは、ありがたいんだけど』

『でも、最近、毎日仕事に追われて、土日も休めないことが多い。　
　平日も、毎日、自宅に帰宅してからも夜中までだいたい仕事してる。　
　もうずっと、疲れが取れないままな気がするんだよな。
　お仕事があるのはありがたいことなんだけれど、ずっとずっと仕事に追われているんだよな』





[image: ][image: ][image: ][image: ]







『それにさ、やっとその日の仕事が終わって眠れると思ってもさ、　
　夢の中で、あっ！あの仕事まだやってない！！って思って飛び起きるんだけど、起きて夢から覚めると、あ、そんな仕事は存在しないって、夢の中の話だったって、気づくんだよね。困ったなあ。どうすれば、仕事のスピードを上げて、どんどん効率的に処理できるようになるんだろうか』

『そうだ、Ｂ先輩に聞いてみよう。Ｂ先輩はボクより何年も先輩だし、とびきり仕事ができるって有名な先輩だから、きっと何かアドバイスしてくれると思う』

　こうして、Ａ君は、たまたま、Ｂ先輩と食事をする機会があり、Ａ君はＢ先輩に相談してみました。
　こちらが、その先輩のＢさんです。
　
『Ａ君、なるほど、その相談は、よくされる相談だねぇ。かくいう私自身、Ａ君と同じように、どうやって仕事のスピードを上げるかについては、すごい悩んだから、気持ちがとてもよくわかるよ。今でも、悩んでいるから、なにかすごい解決法を知っているというわけではないんだけど、私が経験してきたことを伝えても良いかな？』

『はい、ありがとうございます。
　ぜひ、Ｂ先輩のご経験談をお聞きしたいです』
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『うん、わかったよ。私も、駆け出しのころは、Ａ君と全く同じで、仕事を効率的に処理できなかったから、毎日遅くまで働いて、土日も働いて、っていう生活を続けていたんだけど、もう疲れすぎて、体調を壊してしまったんだよね。仕事に追われ過ぎて、めまいがしてしまったこともあったよ。
　今にして思えば、もっと運動したり、気分転換したり、健康に気を使うべきだったと反省しているよ』

『それで、私もこのままじゃまずいと思ってさ、どうしたらもっと仕事のスピードを上げられるのか、悩んだよ。
　それで、先輩に話を聞かせてもらったり、仕事のスピードが速い人のやり方を真似したり、仕事術や時間術の本がたくさん本屋さんに置いてあるから、色々読んだよ』

『それで思ったのはね、仕事のスピードを上げる、①誰にとっても有効な方法と、②人によって合う・合わないがあるアイデアの二種類があると思ったんだ』

『誰にとっても有効な方法というのは、たとえば、よく言われているのが、「なるべく早くボールを返す」って表現されたりしているけど、どういうことかというと、相手のある仕事で、こちらから連絡を入れないと相手が動けないような仕事、自分が連絡をしないと進行がストップしてしまうような仕事は優先的に処理して、その返信を待つ間に別の仕事をするようにするっていうやつだね』
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『あと、クイックレスポンスは大事だよね。
クイックレスポンスをすると、仕事をするのが早い人だと思ってもらえて、お相手からの返信も早くなって、ますます仕事が早く終わることにつながる等と言われているよね。
また、マメなホウレンソウをすることで、仕事ができる人と思ってもらえるとか、大切にされていることが伝わるという効果もあると言われているね』

『逆に、人によって合う・合わないがある仕事術のアイデアもあって、やっぱり、業種・仕事の内容、置かれている立場や、それぞれのスキルによっても、仕事のスピードを上げる方法は様々だから、色々なアイデアを参考にしながら、自分に合いそうなものを探して、試して、合わなかったものは無理しないで、自分に合ったものが見つかればそれをやり続けるということも大切だと思うんだ』

『それと、仕事術って時間が経つと飽きてくるということもよくあると思うので、一度やり方を決めたらずっと変えないというよりは、ときどきタイミングをみて、面白いと思った仕事術をどんどん取り入れて試してみると、飽きにくくなるのかなと思うよ。
なので、私は、適宜、面白そうだと思った仕事術の本を見つけたら、実際にやるかどうかは別として、読むようにして、自分に合うアイデアを探し続ける、改善し続けるようにしているよ』
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『なるほど、そうなのですね。Ｂ先輩のように、仕事のスピードが速い人は、何かすごい秘訣を知っているのかなって思っていたんですけど、今でも、試行錯誤し続けているんだって知って、驚きました』



『たしかに、今でも試行錯誤して、失敗して、落ち込んで、なんとかやってるって感じだよ。
　きっとこれからも色々な技術やテクノロジーが生まれて仕事のスピードって速くなるのだろうと思うし、自分自身のスキルアップもし続ける必要があるのかなと思うよ』



『なるほど、そうですよね。
　ちなみに、人によって合う合わないがある仕事術のアイデアって、Ｂ先輩が試したり、取り入れたりしたアイデアをお聞きしても良いですか？』



『うん、もちろんだよ。
　例えばだけど、
　①作業を小さく分解してみる
②５分だけやる（着手のハードルを下げる）
③キッチンタイマーを設定・
タイムアタックにする』
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『④やることリストを作って丸付けしていく
　　　　　　　（小さな達成感を味わう）　　　　　　
⑤「ながら作業」にしてみる
⑥細切れ時間に集中する』　　　　





『⑦場所を変えてみる（喫茶店・屋外等）
⑧集中しやすいルーティンをつくる　　　　　 
⑨お手本・モデルを探す』　　　　　





『⑩協力者を探す　　　　
⑪時間術・効率化の本を読む　　　　　　 　
⑫瞑想で脳をリフレッシュする』




『⑬楽しめる部分を見つける・ゲーム化する
⑭色々なアイデアを試す
⑮飽きないように少しずつ改善する
　　などがあるね』
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『なるほど、おもしろいですね。このアイデアを考えるだけでも、ちょっと仕事のモチベ―ションが上がってきました。ありがとうございます。がんばります』


















＜参考＞
「時間が足りない・・・」
「仕事のスピードを上げたい・・・」
というよくあるご相談について、一つの物語をマンガ形式でお伝えしました。
色々な考え方があるところですので、あくまで一つの考え方として、意見交換の際のお題の一つとして、ご活用いただけましたら幸いです。
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